
 

 
静岡市浸水対策推進プランの進捗について 

 

１． プランの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 浸水対策地区の位置付けと箇所数 

 

3．令和７年度までの実績と令和８年度の取り組みについて 
【メニュー１】基幹施設対策（河川課、土木事務所、道路計画課、道路保全課、下水道計画課） 

 
【メニュー２】雨水流出抑制対策（河川課、土木事務所、開発審査課、公園建設管理課、 

建築安全推進課、住宅政策課、公共建築課、教育施設課、下水道計画課） 

【静岡市所有公共施設】 （施設） 【各戸貯留・浸透施設】 （基）

令和6年度
までの実績

令和７年度
の実績

工 事 工 事 工 事  設計計画

巴川流域地区 46 1 1 3 不用浄化槽転用 92 - -
下川原地区 3 0 1 0 貯留タンク 932 20 20
登呂地区 7 1 0 0 浸透ます 22 2 2

計 56 2 2 3 計 1046 22 22

令和６年度
までの実績

令和７年度
の実績

令和8年度
の取り組み

（見込）

令和８年度
の取り組み（見込）

 
 

【メニュー３】超過降雨への対応（危機管理課、河川課、下水道計画課） 

 

R７までの実績   洪水ハザードマップ  安倍川・藁科川、富士川、巴川・長尾川、丸子川、大沢川、庵原川・山切川、

興津川、足久保川、藁科川上流、中小規模河川   

              内水ハザードマップ  ３区（旧８地区）に再編（最新の情報に更新） 

                        危機管理型水位計  20 箇所（浜川など）    量水標  16 箇所（大門川など）      

 平成元年度～平成 16 年度までの浸水被害履歴 

から市内 41 の地区を浸水対策地区と位置付け、 

雨水総合排水計画の重点的実施区域とした。 

なお、浸水対策の主務部局を河川部局と下水道 

部局に区分した上で、今後も協力体制のもと、 

浸水被害の軽減に取り組む。 

全

体

河
川
部
局

下
水
部
局

葵　区 11 6 5

駿河区 12 2 10

清水区 18 7 11

計 41 15 26

●浸水対策地区主担当部局箇所数

令和８年４月作成 


